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軽音楽部「ゲヴィンネン」がガクアルFESTA高校生LIVEステージ

2024において見事準優勝を勝ち取りました。今回は２バンドを合わ

せ選抜したメンバーで出場。ヴォーカルの崎浜秀太さんは「悔しい気

持ちはあるが、楽しむことができた」宮城愛香さんは、「練習の時か

ら話し合いを重ねて成長することができた」と話し、次回はこの

「ゲヴィンネン」全員で必ず優勝すると意気込みを語ってくれました。

ｶﾞｸｱ
ﾙFESTA

高

校生LIVEｽﾃｰｼﾞ 同じく１年生は、6月１３日（木）台中市立人中学校

と初めてのオンライン交流を行い、グループ別で沖縄の

紹介などを行い、今後の交流を約束しました。はじめは

緊張した様子でしたが、先輩を見習い活発な発言が随所

にみられました。”さすが桜中”

６
月
１
８
日
（
火
）
大
阪
府
立
茨
木
高
校
の
2
年
生
7
3
名
が
来
校

し
、
本
校
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
2
年
生
と
交
流
し
ま
し
た
。

茨
木
高
校
2
年
生
が
修
学
旅
行
で
沖
縄
を
訪
れ
、
当
日
は
、
２
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
本
校
体
育
館
に
て
、
「
地
域
、
学
校
の
文
化
・
伝
統
」
を
共

有
し
、
「
社
会
課
題
等
に
つ
い
て
考
え
る
」
事
を
目
的
に
交
流
会
を
開

催
し
、
お
互
い
の
学
校
紹
介
の
あ
と
は
、
大
阪
、
沖
縄
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
、
「
明
る
く
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

良
か
っ
た
。
今
回
の
茨
木
高
校
修
学
旅
行
の

計
画
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
し
て
決
め
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
な
ど
、
今
年
の
学
園
祭
に
役
立
て
た
い
」

「
Ｇ
Ｔ
Ｚ
の
話
の
中
で
、
勉
強
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
」
「
大
阪
の

日
常
を
聞
く
こ
と
が
で
き
楽
し
い
時
間
だ
っ

た
」
「
大
阪
と
沖
縄
の
社
会
課
題
に
つ
い
て

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
策
や
予
算
に
つ

い
て
も
、
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
」
な
ど
、
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

茨
木
高
校
の
み
ん
さ
ん
楽
し
く
貴
重
な
交

流
の
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沖縄県立名護高等学校・附属桜中学校

6
月
2
3
日
（
日
）
県
立
第
三
中
学
校
並
び
に

県
立
第
三
高
等
女
学
校
の
「
在
校
生
卒
業
生
戦
没

者
慰
霊
祭
」
が
南
燈
慰
霊
之
塔
前
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
南
燈
慰
霊
之
塔
は
、
1
9
5
6
年

「
三
中
健
児
の
塔
」
が
建
立
さ
れ
、
1
9
7
2
年

県
立
第
三
高
等
女
学
校
戦
没
者
を
合
祀
、

1
9
8
9
年
に
改
名
さ
れ
、
2
0
0
1
年
現
在
の

名
護
高
等
学
校
横
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
移
転
前

よ
り
本
校
生
徒
も
毎
年
参
加
し
、
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
高
校
生
代
表
、
附
属

桜
中
学
校
生
徒
を
合
わ
せ
、
1
５
0
名
以
上
が
参

加
し
、
当
日
は
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
も
と
、
合

唱
部
が
先
頭
に
立
ち
、
三
中
、
三
高
女
、
名
護
高

校
の
校
歌
を
合
唱
の
あ
と
、
献
花
を
行
い
、
ご
遺

族
の
皆
様
、
同
窓
会
の
皆
様
と
戦
争
に
よ
る
惨
禍

が
再
び
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
恒
久
平
和
を

希
求
す
る
と
と
も
に
、
戦
没
者
の
御
霊
を
慰
め
ま

し
た
。
生
徒
を
代
表
し
て
生
徒
会
長
の
比
嘉
芽
吹

さ
ん
が
、
「
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て

み
る
と
、
戦
争
と
い
う
過
ち
を
決
し
て
忘
れ
な
い

こ
と
。
今
も
な
お
世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
戦
争

を
他
人
事
と
思
わ
ず
関
心
を
持
つ
こ
と
。
一
日
一

日
に
感
謝
し
て
大
切
に
生
き
る
こ
と
」
と
追
悼
の

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

南
燈
慰
霊
祭

桜中学校 台湾と交流

軽
音
楽
部

茨
木
高
校

来
校

慰霊の日特設授業

桜中学校2年生は、5月27日（月）台湾新北市立板橋

中学校生徒12名、職員3名が来校し、対面での交流会が

実現しました。昨年度オンラインで板橋中学校との交流

を行ってきましたが、実際に対面での交流が実現し、異

文化理解、英語によるコミュニケーション能力を培う絶

好の機会となりました。

大
阪
府
立

１年生は初のオンライン交流

今日は実際に会って交流してみて、とても楽しかった

です。最初の歓迎の挨拶を担当して心配だったけど、

満点のできで話すことができました。オンラインより

も実際に会った方が、説明の仕方を変えたりジェス

チャーや言葉選びも変えることができるので、実際に

他国の人と交流をもっとしたいと思いました。もっと

英会話ができるように頑張りたいです。【井上晴陽】
準
優
勝

慰霊の日を前に、全校生徒参加の平和学習特

設授業が行われました。今年度は対馬丸記念館

の平良次子様に、沖縄戦からたどる沖縄の激動

の時代を題材に、対馬丸事件や戦中戦後の沖縄

についてご講演をいただきました。また、事前

に文化委員が調査研究した内容の発表も行われ、

平和について考える貴重な時間となりました。


